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トピックス 

 

 集 団 風 邪 の発 生 について（第 1 報 ） 

 

 1 月 14 日、今シーズン最初の集団かぜの発生が愛知県内（名古屋市を除く）

の 7 校の小学校から報告されました。これらの小学校では、 1 月 15 日から学年

閉鎖が 3 校、学級閉鎖が 4 校で実施されます。  

 

 

流行状況 

 

●  インフルエンザ     ＊1 月 14 日 付 でインフルエンザ警 報 を発 表 しました。  

  定点当たりの報告数は 7 .28（前週 6 .04）と更に増加  

インフルエンザの予防にはワクチンの接種が有効です。一般に、ワクチン

を接種しておくと、たとえインフルエンザを発症しても、軽症で経過するこ

とが期待できます。ただし、ワクチンの十分な効果を得るためには、早目に

接種されることをお勧めします。  

 

厚生労働省インフルエンザ対策キャンペーンホームページ  

インフルエンザＱ＆Ａ、キャンペーンポスターなどがダウンロードできます。 

      h t tp : / / in f luenza -mhlw. s fc .wide .ad . j p / 
 

 

感染症についての説明及びグラフ総覧については、  

愛知県衛生研究所のホ－ムペ－ジをご覧ください。  

（ http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/）  

 

 

 

 

 

 

http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/2f/influ.html
http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/67f/inf.html
http://influenza-mhlw.sfc.wide.ad.jp/
http://influenza-mhlw.sfc.wide.ad.jp/
http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/


インフルエンザの保健所別報告数の推移 (名古屋市含む )    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52週
定点
当たり

1週
定点
当たり

52週
定点
当たり

1週
定点
当たり

名古屋市 343 4.90 83 1.19 岡崎 18 1.50 54 4.91
瀬戸 168 18.67 259 28.78 衣浦東部 64 5.82 170 15.45
津島 9 1.29 1 0.14 西尾 13 3.25 6 1.20
師勝 46 11.50 8 2.00 豊田市 62 7.75 109 13.63
一宮 63 3.94 35 2.19 加茂 4 1.33 43 14.33
春日井 64 7.11 201 22.33 豊橋市 55 6.88 59 7.38
江南 50 8.33 26 4.33 豊川 93 10.33 46 5.11
半田 71 11.83 215 35.83 新城 3 1.50 38 19.00
知多 28 4.00 38 5.43

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は今週警報が発生している保健所です。   

 厚 生 労 働 省 感 染 症 発 生 動 向 調 査 警 報 発 生 シ ス テ ム に よ る イ ン フ ル エ ン ザ の 流

行発生警報の開始基準値は定点当たり 30 人です。警報の意味は大きな流行が発

生または継続しつつあることが疑われるということです。  



定点の先生方からのコメント 

尾張西部地区  

 

●  年末年始の休日にもインフルエンザと思われる症状の患者さんが多く感染

性下痢症児もかなり急患でおとずれました。  

（尾西市  城後小児科）

●  すべてＡ型  

（一宮市  医療法人かすがい内科）

●  インフルエンザ（ 12 月 31 日のみ）、 7care ありました。  

  水痘も多いようです。  

（岩倉市  医療法人なかよしこどもクリニック）

●  8 歳女マイコプラズマ肺炎  

  インフルエンザ（Ａ型）が出て参りました。  

（春日町  丹羽医院）
  

尾張東部地区  

●  Ａ型インフルエンザが流行みられます。  

  水痘も流行あるようです。  

  その他溶連菌感染症、流行性耳下腺炎散発です。  

（尾張旭市  医療法人誠和会佐伯小児科医院）

●  インフルエンザ 5 例ありました。（全てＡ型）  2 例はワクチン接種すみ

です。  

（春日井市  朝宮こどもクリニック）

●  1 歳児の溶連菌感染症が 1 名みられました。  

 他は感染性胃腸炎が多かったです。ロタウイルス（＋）も 3 名ありました。

（春日井市   かちがわ北病院）

●  3 歳水痘は津市からの帰省中の例です。  

  インフルエンザはキャピリア Flu Ａによる診断です。  

  12／ 27 の検体ですがＡ群溶連菌が 1 例検出されました。  

（春日井市  竹内医院）

●  インフルエンザＡ少し流行している。  

 （小牧市   小牧市民病院）

●  インフルエンザはＡが 10 名、 1 名がＢでした。Ｂの 1 名は東京からの帰

省者です。  

（小牧市   志水こどもクリニック）

●  インフルエンザＡ  10 歳女、 13 歳女  

（半田市  医療法人林医院）

●  インフルエンザＡ型です。  

（南知多町  医療法人大岩医院）
 

西三河地区  

 

●  インフルエンザはいずれもＡでした。  

（岡崎市  花田こどもクリニック）

●  2 歳女  Ａ型インフルエンザ  

（岡崎市  医療法人川島小児科水野医院）



 

●  インフルエンザＡ型 12 名  

  インフルＡＢクイック  Ａ（＋）      

（岡崎市  永坂内科医院）

●  迅速キットで確認  

  いずれもＡ型で 7 歳男は弟より感染。 30 代の夫婦は子供より感染。  

（岡崎市  村山医院）

●  FluＡ（＋）  5 歳  

（刈谷市   田和小児科医院）

●  インフルエンザＡ流行してきました。  

（知立市  宮谷クリニック）

●  インフルエンザＡ  41 歳女（インフルＡ、Ｂクイック陽性）  

  ヘルペス口内炎 10 カ月女  

（西尾市  やすい小児科）

●  インフルエンザＡ型 5 人  

（西尾市  山岸クリニック）

●  インフルエンザ 36 件は全てＡ型です。  

（三好町  三好町立三好病院）

東三河地区  

 

●  1 月 4 日の仕事始めから、インフルエンザＡ型が多くみられました。昨年

より流行のはじまりが早いと思います。  

（豊川市  ささき小児科）

 

 

 
  

1～3 類感染症の発生状況 （愛知県） 

 
●  発生報告なし  

 

 
 
 
 

       

全数把握の 4 類感染症の発生状況 （愛知県） 

 

●  発生報告なし  

 

 
 
 
 
 
 



第 51週(14 年 12月 16 日～12月 22 日)の 4類感染症 （全国） 

 

◆  定点把握の対象となる４類感染症（週報対象のもの）  

 

インフルエンザは定点当たり報告数が 5.22 と増加し、過去 5 年間の同時期に

比 べ か な り 多 く な っ た 。 都 道 府 県 別 で は 、 福 岡 県 （ 29.3） 、 佐 賀 県 （ 16.6） 、

大 分 県 （ 15.0） 、 広 島 県 （ 13.3） 、 長 崎 県 （ 11.3） な ど の 西 日 本 の 都 道 府 県 で

定 点 当 た り 報 告 数 が 二 桁 と な っ た 。 岩 手 県 （ 0.2） と 青 森 県 （ 0.2） か ら の 報 告

は 依 然 と し て 少 な い 。 咽 頭 結 膜 熱 の 定 点 当 た り 報 告 数 は 過 去 5 年 間 の 同 時 期 に

比 べ や や 多 く 、 都 道 府 県 別 で は 秋 田 県 （ 2.6） か ら が 多 い 。 他 の 疾 患 の 定 点 当 た

り報告数は、過去 5 年間の同時期と比べて多くなってはいないが、 A 群溶血性レ

ン サ 球 菌 咽 頭 炎 の 定 点 当 た り 報 告 数 は 依 然 と し て 多 く 、 福 井 県 （ 3.6） を 始 め 、

15 都 道 府 県 か ら 2.0 以 上 の 報 告 が あ っ た 。 感 染 性 胃 腸 炎 の 定 点 当 た り 報 告 数

（ 10.9） は 今 週 も 減 少 し た が 、 三 重 県 （ 27.1） を 始 め 半 数 を 超 え る 都 道 府 県 で

引き続き 10 を超えている。水痘の定点当たり報告数は引き続き多く、都道府県

別では、福井県（第 50 週が 7.1、第 51 週が 4.1）からの報告数は減ったが、佐

賀 県 （ 5.5） 、 宮 崎 県 （ 4.9） 、 大 分 県 （ 4.8） 等 の 報 告 数 が 増 加 し た 。 伝 染 性 紅

斑 の 総 報 告 数 に は 特 に 変 化 は な い が 、 北 海 道 に 全 体 の 約 四 分 の 一 が 集 中 し て い

る 。 麻 疹 （ 成 人 麻 疹 を 除 く ） の 定 点 当 た り 報 告 数 は 0.03 で あ る が 、 福 島 県

（ 0.5）、宮崎県（ 0.3）、青森県（ 0.2）の 3 県からの報告が 4 割を占めた。

流 行 性 耳 下 腺 炎 と 流 行 性 角 結 膜 炎 の 定 点 当 た り 報 告 数 は 全 国 的 に は 減 少 し て い

る が 、 前 者 は 岩 手 県 （ 3.8） 、 秋 田 県 （ 3.3） を は じ め と し た 東 北 地 方 （ 2.29）

と 鳥 取 県 （ 2.2） で 、 後 者 は 宮 崎 県 （ 4.8） と 高 知 県 （ 3.0） で 多 い 。 マ イ コ プ ラ

ズ マ 肺 炎 の 定 点 当 た り 報 告 数 （ 0.23） は 減 少 し た が 、 青 森 県 （ 2.5） と 秋 田 県

（ 1.3）から非常に多く、東北地方（ 0.71）の報告数は全国レベルの 3 倍となっ

た。  

 

（ Infectious Diseases Weekly Report より抜粋   

厚生労働省感染症研究所感染症情報センタ－感染症情報室提供）  

 

詳細は感染症情報センタ－のホ－ムペ－ジ（ h t tp : / / id sc .n ih .go . jp /kan ja / index -

j .h tml）の感染症発生動向調査週報をご覧下さい。  

 

 

 

 

 

 

 

http://idsc.nih.go.jp/kanja/index-j.html
http://idsc.nih.go.jp/kanja/index-j.html


愛知県感染症情報              平成 15 年 1 月 9 日  

            愛知県衛生研究所企画情報部（文責  磯村）  
 明 け ま し て お 目 出 度 う ご ざ い ま す 。 旧 年 中 は 何 か と お 世 話 に な り ま し た 。 本

年 も よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。 今 回 は 年 末 休 み と 重 な っ て 連 絡 が 遅 く な り 申

し 訳 あ り ま せ ん で し た が 、 昨 年 末 の ま と め を お 送 り し ま す 。 先 生 方 の 本 年 の ご

活躍を祈念いたします。  
 
１ ） 名 古 屋 市 内 ： 第 一 日 赤 有 吉 先 生 か ら イ ン フ ル Ａ 、 ウ イ ル ス 性 胃 腸 炎 （ 要 入

院 例 が 目 立 つ ） 、 ム ン プ ス 、 水 痘 、 マ イ コ プ ラ ス マ 、 川 崎 病 、 Ｒ Ｓ ウ イ ル ス

感 染 症 多 い 、 名 鉄 病 院 宮 津 先 生 か ら イ ン フ ル （ Ａ の み 。 入 院 例 あ り 。 ワ ク チ

ン 接 種 あ る も の や 家 族 内 感 染 あ り ） 、 年 長 児 の 高 熱 と 嘔 吐 を 伴 う 下 痢 症 多 い 、

城 北 病 院 渡 辺 先 生 か ら は イ ン フ ル 急 増 、 ワ ク チ ン 未 接 種 者 が 多 い の を 痛 感 、

乳 幼 児 の Ｒ Ｓ ウ イ ル ス 感 染 症 多 い 、 千 種 区 今 枝 先 生 か ら 溶 連 菌 感 染 症 （ 紅 斑 、

ペ ニ シ リ ン 有 効 ） 目 立 つ 、 三 菱 病 院 岩 間 ・ 入 山 先 生 か ら ロ タ （ － ） の 嘔 吐 下

痢 症 （ 要 入 院 例 多 い ） 、 マ イ コ プ ラ ス マ 、 細 菌 性 下 痢 （ 病 原 性 大 腸 菌 Ｏ １ 、

Ｏ １ ６ ６ 、 カ ン ピ ロ バ ク タ － ） 、 Ｒ Ｓ ウ イ ル ス 感 染 症 、 中 京 病 院 柴 田 先 生 か

ら イ ン フ ル の 流 行 、 嘔 吐 下 痢 症 （ と も に 要 入 院 例 目 立 つ ） 、 Ｒ Ｓ ウ イ ル ス 感

染 症 、 労 災 病 院 山 田 先 生 か ら イ ン フ ル Ａ 散 発 、 Ｒ Ｓ ウ イ ル ス 多 く 生 後 １ ２ 日

の 例 あ り 、 ロ タ （ － ） ・ ア デ ノ （ － ） の 急 性 胃 腸 炎 多 発 、 大 同 病 院 水 野 先 生

か ら 急 性 胃 腸 炎 （ 嘔 吐 、 腹 痛 だ け の 例 か ら 下 痢 頻 回 の 例 に ） 、 肺 炎 （ Ｒ Ｓ 、

マイコプラスマ）やや減少、年長児の咳発作例目立つとのお手紙でした。  
 
２ ） 尾 張 地 区 ： 犬 山 市 武 内 先 生 か ら 感 染 性 胃 腸 炎 多 発 中 で 溶 連 菌 感 染 症 、 水 痘 、

ム ン プ ス が 散 発 、 イ ン フ ル Ａ の 流 行 は じ ま る 、 江 南 市 か ら 感 染 性 胃 腸 炎 ・ 感

冒 性 嘔 吐 下 痢 症 が 多 発 中 で 入 院 例 目 立 ち 、 川 崎 病 、 マ イ コ プ ラ ス マ 肺 炎 あ り

（ 昭 和 病 院 西 村 先 生 、 愛 北 病 院 露 木 先 生 ） 、 瀬 戸 陶 生 病 院 山 口 先 生 か ら イ ン

フ ル Ａ と Ｒ Ｓ ウ イ ル ス 感 染 症 の 入 院 増 加 、 ム ン プ ス 髄 膜 炎 ・ 同 脳 炎 あ り 、 常

滑 市 民 病 院 上 田 先 生 か ら 溶 連 菌 感 染 症 、 ウ イ ル ス 性 胃 腸 炎 （ 脱 水 目 立 つ ） 、

ＲＳウイルス感染症、マイコプラスマ感染症目立つとのお手紙でした。   
 
３ ） 三 河 地 区 ： ト ヨ タ 病 院 木 戸 先 生 か ら イ ン フ ル Ａ 、 Ｒ Ｓ ウ イ ル ス 増 加 、 マ イ

コ プ ラ ス マ が 多 く 、 ロ タ ウ イ ル ス 、 溶 連 菌 感 染 症 散 発 、 糸 球 体 腎 炎 と ル － プ

ス 腎 炎 各 １ 例 入 院 、 加 茂 病 院 梶 田 先 生 か ら Ｒ Ｓ ウ イ ル ス の 細 気 管 支 炎 ・ 肺 炎

多 発 、 嘔 吐 を 主 体 と す る 急 性 胃 腸 炎 が 目 立 つ 、 岡 崎 市 民 病 院 小 児 科 か ら 水 痘

流 行 が 続 き 溶 連 菌 感 染 症 散 発 、 Ｒ Ｓ ウ イ ル ス 多 い が 軽 症 、 安 城 更 生 病 院 小 川

先 生 か ら 水 痘 が 多 く Ｒ Ｓ ウ イ ル ス 感 染 症 の 入 院 目 立 つ 、 知 立 市 近 藤 先 生 か ら

ロ タ 下 痢 症 と 年 長 児 の 下 痢 症 多 発 中 で 水 痘 や や 増 加 、 イ ン フ ル Ａ と ア デ ノ 扁

桃 炎 目 立 つ 、 刈 谷 市 田 和 先 生 か ら 嘔 吐 下 痢 症 と 水 痘 、 イ ン フ ル エ ン ザ 様 疾 患

い ず れ も 散 発 、 碧 南 市 永 井 先 生 か ら Ａ イ ン フ ル が 出 始 め 、 肺 炎 が 目 立 つ 、 豊

橋 市 か ら 水 痘 、 マ イ コ プ ラ ス マ 肺 炎 、 感 冒 性 胃 腸 炎 、 イ ン フ ル エ ン ザ が 目 立

つとのお手紙でした（市内長屋先生、宮澤先生）。有難うございました。  
 

 

 



ＷＨＯ疫学週報抜粋抄訳       平成 15 年 1 月 9 日  

             愛知県衛生研究所企画情報部  （文責  磯村）      

                         

２００２年１１月１５日（７７巻４６号）  

☆  イ ン フ ル エ ン ザ 集 団 発 生 ： マ ダ ガ ス カ ル 。 ０ ２ 年 ７ 月 － ８ 月 。 ７ 月 中 旬 、

首 都 ア ン タ ナ ナ リ ボ 南 方 高 原 地 帯 農 村 部 に 気 道 感 染 症 に よ る 死 亡 例 多 発 、 保

健 省 と パ ス ツ － ル 研 に よ る 調 査 開 始 。 咽 頭 ぬ ぐ い 液 か ら イ ン フ ル Ａ （ Ｈ ３ Ｎ

２ ） 分 離 。 全 国 調 査 で は 発 生 の ピ － ク は ８ 月 ２ ２ 日 。 ９ 月 １ ９ 日 時 点 で ３ ０ ，

３ ０ ４ 例 （ ７ ５ ４ 例 死 亡 ） 。 医 療 機 関 の な い 農 村 部 主 体 。 罹 患 者 は ５ 歳 以 下

の 小 児 に 多 い が 死 亡 例 は ６ ０ 歳 以 上 の 高 齢 者 に 多 く 、 人 口 周 密 ・ 例 年 に な い

冬 期 の 寒 冷 ／ 高 湿 度 な ど が 関 与 し て い る 。 分 離 ウ イ ル ス は ０ ２ 年 南 半 球 の 流

行 株 、 ワ ク チ ン 株 と 同 じ 。 当 局 は サ － ベ イ ラ ン ス 、 住 民 教 育 、 細 菌 合 併 症 用

の 抗 生 剤 の 準 備 を 進 め て い る （ 全 国 規 模 の 流 行 な の で ワ ク チ ン は 推 奨 さ れ て

いない）。  

☆  イ ン フ ル エ ン ザ ： ０ ２ 年 １ ０ － １ １ 月 。 カ ナ ダ ： ウ イ ル ス 検 査 中 。 フ ラ ン

ス：Ａ型。ポルトガル：Ａ（Ｈ３Ｎ２）。スイス：散発。  

☆  ポ リ オ ： 世 界 。 ０ １ － ０ ２ 年 。 ０ ２ 年 の 野 生 株 分 離 例 数 ： イ ン ド ８ １ ５ 、

ナイジェリア１３６、パキスタン５７、アフガニスタン８の他はほぼ０。  

２００２年１１月２２日（７７巻４７号）  

☆  ワ ク チ ン 副 作 用 ： ワ ク チ ン 安 全 性 に 関 す る 委 員 会 勧 告 。 ０ ２ 年 １ 月 。 ９ ９

年 Ｗ Ｈ Ｏ に よ り ワ ク チ ン 安 全 性 に 関 す る 専 門 家 委 員 会 が 発 足 ： The Global 

Advisory Committee on  Vaccine Safety（ Ｇ Ａ Ｃ Ｖ Ｓ ） 。 世 界 規 模 に お け

る 緊 急 な 問 題 に 関 し て 年 ２ 回 委 員 会 を 開 催 。 本 報 告 は ０ ２ 年 ７ 月 、 第 ６ 回 会

議までの主な話題のまとめである。  

 ワ ク チ ン 保 存 剤 と し て 添 加 さ れ て い る 水 銀 化 合 物 の 安 全 性 ： 具 体 的 に は Ｄ Ｐ

Ｔ ワ ク チ ン な ど に 添 加 さ れ て い る チ メ ロ サ － ル 。 こ れ ま で の 調 査 で は 発 育 障

害 、 中 枢 神 経 系 障 害 や 全 身 ・ 局 所 障 害 な ど の 明 確 な 発 生 は な く 、 従 来 ど う り

の使用が勧告されている。  

 Ｂ 型 肝 炎 ワ ク チ ン と 白 血 病 ： カ リ フ ォ ル ニ ア の １ 地 区 か ら 急 性 リ ン パ 性 白 血

病 の 発 生 報 告 あ り 。 勧 告 ： 詳 細 な 調 査 継 続 は 必 要 と 思 わ れ る が Ｂ 肝 ワ ク チ ン

の利点からは当分継続。  

 Ｂ 型 肝 炎 ワ ク チ ン と 多 発 性 硬 化 症 ： フ ラ ン ス で 報 告 。 勧 告 ： 偶 発 的 な 例 か ト

リ ガ － な の か を 含 め 脱 髄 疾 患 全 体 に つ い て 調 査 を 進 行 し つ つ 定 期 接 種 は 継 続 。  

 ア ル ミ ニ ウ ム 添 加 ワ ク チ ン と 筋 炎 ： フ ラ ン ス 。 肩 三 角 筋 の マ ク ロ フ ァ － ジ 浸

潤 を 伴 う 炎 症 。 可 能 性 は あ る が さ ら に 疫 学 調 査 が 必 要 。 勧 告 ： 一 般 的 な ワ ク

チン中止の必要なし。  

 経 鼻 ワ ク チ ン と 顔 面 神 経 麻 痺 ： ス イ ス で 認 可 さ れ た イ ン フ ル エ ン ザ 不 活 化

経鼻ワクチン接種後顔面神経麻痺の報告があり、メ－カ－は製造を中止。  

☆  イ ン フ ル エ ン ザ ： ワ ク チ ン と 治 療 薬 。 ０ ２ 年 １ ０ 月 の Ｗ Ｈ Ｏ 専 門 家 委 員 会 。

① 各 国 、 各 地 域 の 調 査 を 実 行 し 、 対 策 の 目 標 設 定 、 目 標 順 位 を 明 確 に す る こ

と 。 ② 大 発 生 時 に お け る ワ ク チ ン 接 種 ： ワ ク チ ン 供 給 、 緊 急 製 造 の 問 題 。 ワ

ク チ ン 接 種 の 目 的 ・ 優 先 順 位 と し て は ハ イ リ ス ク 者 の 死 亡 ・ 入 院 を 減 少 、 発

病 率 の 減 少 で あ り 、 ハ イ リ ス ク 者 や 医 療 従 事 者 の 接 種 が 中 心 と な る が 流 行 初

期 の 対 策 が 重 要 で あ る 。 ③ 抗 イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス 薬 剤 ： ハ イ リ ス ク 者 に

対 す る 予 防 投 与 は 流 行 発 生 後 ２ － ４ 週 。 治 療 薬 と し て は 発 病 後 ４ ８ 時 間 以 内

が 勧 告 さ れ て い る 。 ④ 予 防 ・ 治 療 を 目 的 と し た 調 査 方 法 ・ 項 目 に つ い て 勧 告

されている。  
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191 182 35 51 13 1,391 0 35 295 226 14 9 24 0 0 2 2 57 1 1 0 0 1 1 0 0

121 112 24 37 12 1,308 0 34 221 200 12 9 23 0 0 2 2 52 1 1 0 0 1 1 0 0

名 古 屋 名 古 屋 市 70 70 11 14 1 83 1 74 26 2 1 5
尾 張 東 部 瀬 戸 9 9 2 3 1 259 2 4 7 1 1 6
海 部 津 島 津 島 7 7 2 2 1 1 3 4 2
尾 張 中 部 師 勝 4 4 1 1 8 12 1 2
尾 張 西 部 一 宮 16 12 3 4 1 35 4 21 14 4 2
尾 張 北 部 春 日 井 9 9 2 3 1 201 5 16 8 2 1 3 3

江 南 6 6 1 2 26 23 13 2 3
知 多 半 島 半 田 6 6 1 2 1 215 21 10 2 5 1 12

知 多 7 7 2 2 38 4 20 9 2
西 三 河 南 部 岡 崎 11 7 2 2 1 54 1 42 1 2 6 1

衣 浦 東 部 11 11 2 4 1 170 10 17 42 1 1 3 11
西 尾 5 5 1 2 1 6 6 22 11 2 1 1

西 三 河 北 部 豊 田 市 8 8 2 3 1 109 10 1 7 1
加 茂 3 3 1 43 3 8 2

東 三 河 南 部 豊 橋 市 8 8 2 4 1 59 11 6 2 2 3 1
豊 川 9 8 1 2 1 46 2 48 15

東 三 河 北 部 新 城 2 2 1 38 1
＊平成15年1月より岡崎保健所管内の額田郡幸田町（2定点）の報告については、西尾保健所報告となりました。

定点数

愛知県

愛知県
（名古屋市を含む）

総数
(名古屋市は除く)
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計 1,308 0 34 221 200 12 9 23 0 0 2 2 52 1 1 0 0 1 1 0 0
～6ヶ月 41 1
～12ヶ月 30 10 13 1 17 1

0歳
1歳 111 2 25 42 2 5 2 2
2歳 116 1 19 37 3 1 1 3
3歳 92 5 19 31 1 5
4歳 68 6 18 29 2 6
5歳 39 2 11 28 1 1 8
6歳 27 5 13 11 1 3 1 10
7歳 28 4 6 5 1 3 8
8歳 16 5 8 1 4
9歳 23 8 1 1

5歳～9歳
10歳～14歳 66 3 13 1 4 1
15歳～19歳 56 12 1 1

20歳～ 1 58 1
20歳～29歳 252 1
30歳～39歳 183 1
40歳～49歳 65
50歳～59歳 42 1
60歳～69歳 28

70歳～
70歳～79歳 18
80歳以上 7




